
　
三
月
十
六
日

　
五
時
四
十
分
起
床
。
昨
日
は
忙
し
か
っ
た
。
結
局
仕
事
の
区
切
り
と
ネ
パ

ー
ル
行
の
準
備
を
終
え
た
の
が
朝
の
三
時
過
。
家
内
と
朝
お
茶
を
飲
み
、
新

宿
発
七
時
七
分
の
ナ
リ
タ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
に
乗
っ
て
い
る
。
今
日
は
バ
ン
コ

ク
迄
だ
か
ら
比
較
的
楽
だ
な
。
タ
イ
航
空
十
一
時
過
離
陸
。
成
田
か
ら
の
参

加
者
は
十
五
、
六
名
で
、
何
人
か
が
時
間
に
ル
ー
ズ
な
の
で
、
バ
ン
コ
ク
で

注
意
し
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
一
昨
日
沖
縄
か
ら
の
帰
路
を
又
、
飛
ん
で
い

る
わ
け
で
、
マ
ア
こ
の
無
意
味
さ
を
何
と
か
意
味
あ
る
事
に
変
え
た
い
と
は

思
う
。
隣
席
で
は
写
真
家
の
中
里
和
人
が
眠
っ
て
い
る
。
私
も
昨
夜
は
ほ
と

ん
ど
眠
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
人
も
相
当
無
理
し
て
こ
の
旅
の
時
間
を
作

っ
た
の
だ
ろ
う
事
が
知
れ
る
。
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
盆
地
の
パ
シ
ュ
パ
テ
ィ
ナ
ー

ト
、
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
家
の
、
菜
園
は
取
材
対
象
と
し
た
ら
良
い
モ
ノ
に
な

る
だ
ろ
う
が
、
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
周
辺
で
も
う
二
、
三
件
欲
し
い
ね
。
機
中
で

デ
ヴ
ィ
ド
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
テ
ィ
の
条
件
を
遅
れ
ば
せ
な
が

ら
読
む
。
こ
の
二
週
間
で
読
了
す
る
つ
も
り
で
持
っ
て
出
た
が
、
次
女
の
友

美
か
ら
黙
っ
て
持
ち
出
す
な
と
怒
鳴
ら
れ
る
始
末
で
（
実
は
こ
れ
は
娘
の

本
）
誠
に
面
目
な
い
。
長
女
か
ら
も
お
父
さ
ん
こ
れ
位
の
本
は
読
ん
ど
き
な

さ
い
よ
と
忠
告
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
誠
に
恐
怖
で
あ
る
。
四
十
五
ペ
ー

ジ
読
ん
で
頭
が
痛
く
な
っ
て
休
む
。
ア
ト
一
時
間
位
で
バ
ン
コ
ク
か
。
十
五

時
四
〇
分
バ
ン
コ
ク
着
。
荷
物
を
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
ま
で
送
っ
て
し
ま
っ
た
者

が
い
て
手
間
ど
り
、
ホ
テ
ル
着
は
十
八
時
過
。
中
里
氏
と
ヤ
ワ
ラ
ー
に
食
事

に
出
る
。
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
ホ
テ
ル
の
テ
ラ
ス
で
ド
ラ
イ
マ
テ
ィ
ー
ニ
を
や

っ
て
、
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
の
風
に
吹
か
れ
二
十
三
時
前
ホ
テ
ル
着
。
す
ぐ
休
む
。

　
三
月
十
七
日

　
朝
六
時
過
目
ざ
め
る
。
中
里
氏
と
は
雑
誌
の
連
載
の
取
材
を
兼
ね
て
来
て

い
る
の
だ
が
、
ネ
パ
ー
ル
で
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
家
以
外
に
良
い
対
象
が
発
見

で
き
る
だ
ろ
う
か
。
空
が
白
々
と
明
け
て
き
た
。
あ
ん
ま
り
気
持
の
良
い
部

屋
じ
ゃ
な
い
の
で
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
ロ
ビ
ー
に
降
り
た
ら
、
ま
だ
六
時
過

だ
っ
た
。
部
屋
の
デ
ジ
タ
ル
時
計
が
一
時
間
す
す
ん
で
い
た
の
だ
。
時
計
を

持
た
ぬ
と
こ
う
い
う
事
が
あ
る
ん
だ
。
食
事
迄
あ
と
一
時
間
皆
を
待
た
ね
ば

な
ら
ん
な
。
ホ
テ
ル
に
は
非
常
に
は
っ
き
り
と
し
た
階
層
性
の
表
現
が
あ
る

な
。
こ
ん
な
空
港
の
乗
継
客
用
の
ホ
テ
ル
だ
っ
て
そ
れ
が
表
れ
て
い
る
。
泊

っ
て
い
る
客
の
仕
草
や
服
装
も
そ
う
だ
。
タ
イ
は
ア
ジ
ア
で
は
植
民
地
体
験

の
な
い
珍
ら
し
い
国
だ
が
、
周
囲
は
皆
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
植
民
地
だ
っ
た
。
だ

か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
行
者
が
多
い
。
ア
メ
リ
カ
人
よ
り
も
。
そ
れ
が
オ
リ

エ
ン
タ
ル
・
ホ
テ
ル
を
世
界
一
の
ホ
テ
ル
に
育
て
あ
げ
た
。
あ
の
ホ
テ
ル
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
ジ
ア
・
イ
メ
ー
ジ
の
集
積
地
な
の
だ
。
こ
の
ホ
テ
ル
に
は

オ
リ
エ
ン
タ
ル
の
優
雅
さ
は
な
い
。
し
か
し
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
ホ
テ
ル
と

は
違
っ
た
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
た
く
ま
し
さ
、
ふ
て
ぶ
て
し
さ
が
あ
る
。
大
き

い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
女
性
が
自
分
の
身
の
丈
程
も
あ
る
荷
物
を
い
く
つ
も
一
人

で
運
び
積
み
上
げ
て
い
る
仕
草
も
テ
キ
パ
キ
と
し
て
気
持
が
良
い
。
誰
か
助

け
て
く
れ
る
だ
ろ
う
等
の
甘
え
も
、
期
待
も
お
く
び
に
も
出
し
て
い
な
い
。

十
一
時
過
バ
ン
コ
ク
空
港
離
陸
。
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
に
向
け
て
飛
行
中
。
二
十

数
名
の
グ
ル
ー
プ
を
松
本
に
引
率
さ
せ
る
積
り
だ
っ
た
。
で
も
二
日
間
見
て

い
て
仲
々
大
変
な
の
が
知
れ
た
。
彼
も
東
南
ア
ジ
ア
は
初
め
て
な
の
で
無
理

も
な
い
が
、
で
も
こ
れ
位
の
集
団
を
統
率
す
る
才
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る

な
。
こ
れ
は
事
務
所
運
営
と
同
じ
で
先
を
読
ん
で
動
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
だ
。
こ
の
人
数
を
ネ
パ
ー
ル
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
無
事
に
過
ご
さ
せ
る
の
は
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結
構
大
変
な
の
だ
よ
。
ベ
ン
ガ
ル
湾
の
上
空
で
い
つ
も
揺
れ
る
な
。
カ
ト
マ

ン
ド
ゥ
空
港
着
十
三
時
過
。
ジ
ュ
ニ
ー
、
小
笠
原
、
シ
ュ
レ
ス
タ
教
授
、
ト

リ
ブ
バ
ン
大
学
の
女
学
生
ジ
ー
タ
が
出
迎
え
て
く
れ
た
。
バ
ス
・
ジ
ー
プ
で

カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
市
内
へ
。
ネ
パ
ー
ル
は
旧
正
月
当
日
で
、
市
内
は
顔
を
真
赤

に
塗
り
た
く
っ
た
人
々
で
溢
れ
て
い
る
。
水
か
け
も
自
由
で
無
礼
自
在
の
一

日
ら
し
い
。
赤
い
顔
ば
か
り
で
は
な
く
、
銀
色
に
塗
っ
た
の
も
い
る
し
、
黒

や
紫
も
い
て
面
白
い
。
ジ
ュ
ニ
ー
の
オ
フ
ィ
ス
で
顔
な
じ
み
に
な
っ
た
ス
タ

ッ
フ
と
面
会
。
ジ
ュ
ニ
ー
、
小
笠
原
、
シ
ュ
レ
ス
タ
教
授
を
皆
に
紹
介
す
る
。

赤
い
水
を
か
け
ら
れ
る
か
ら
と
、
タ
ク
シ
ー
に
分
乗
さ
せ
た
の
が
悪
か
っ
た
。

一
組
四
人
が
行
方
不
明
に
な
る
が
、
一
時
間
程
し
て
帰
っ
て
き
た
。
聞
け
ば

空
港
ま
で
連
れ
て
い
か
れ
た
そ
う
だ
。
マ
、
戻
れ
て
良
か
っ
た
。
そ
ん
な
こ

ん
な
で
予
定
よ
り
遅
れ
て
キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
の
宿
舎
へ
着
い
た
の
が
十
七
時

頃
。
宿
舎
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
素
晴
し
か
っ
た
。
千
六
百
米
位
の
高
度
に
あ

り
、
は
る
か
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
盆
地
を
眼
下
に
一
望
で
き
る
。
キ
ル
テ
ィ
プ
ー

ル
の
丘
も
下
に
見
え
る
。
建
物
は
四
棟
に
分
か
れ
、
ネ
パ
ー
ル
の
伝
統
的
な

作
り
で
、
ブ
ラ
フ
マ
階
層
が
住
ん
で
い
る
ら
し
い
。
内
部
は
土
の
塗
り
廻
し
。

テ
ン
ト
も
数
張
り
用
意
さ
れ
て
い
て
心
使
い
が
嬉
し
い
。
テ
ン
ト
に
若
い
学

生
を
寝
か
せ
、
部
屋
割
を
し
て
夕
食
。
こ
の
宿
舎
の
オ
ー
ナ
ー
は
カ
ト
マ
ン

ド
ゥ
で
出
版
社
も
経
営
し
て
い
る
実
力
者
ら
し
い
。
キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
市
の

計
ら
い
で
こ
の
よ
う
な
ベ
ス
ト
な
場
所
が
選
ば
れ
た
よ
う
だ
。
昨
年
の
挨
拶

ま
わ
り
の
お
蔭
だ
。
夕
食
は
素
敵
な
ダ
ル
カ
レ
ー
で
し
た
つ
づ
み
を
打
っ
た
。

皆
も
嬉
し
そ
う
で
良
か
っ
た
。
九
時
過
た
き
火
の
火
も
弱
く
な
っ
た
の
で
寝

る
。
今
日
は
満
月
の
日
で
も
あ
っ
た
。
終
わ
り
良
け
れ
ば
全
て
良
し
。

　
三
月
十
八
日

　
朝
四
時
過
起
床
。
昨
日
の
メ
モ
を
記
す
。
夜
は
ま
だ
明
け
ず
、
カ
ト
マ
ン

ド
ゥ
盆
地
の
灯
が
銀
河
の
よ
う
に
下
に
見
え
る
。
ジ
ュ
ニ
ー
、
キ
ル
テ
ィ
プ

ー
ル
の
人
々
に
感
謝
す
る
。
そ
う
言
え
ば
キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
市
の
ス
タ
ッ
フ

に
も
昨
夜
面
会
で
き
て
、
又
歌
も
飛
び
出
し
、
お
ま
け
に
宿
舎
の
オ
ー
ナ
ー

は
踊
り
出
す
し
、
ネ
パ
ー
リ
ア
ン
の
純
朴
さ
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
。
日
本
人

は
こ
う
い
う
モ
ノ
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
そ
ん
な
こ
と
考
え
て
い

る
間
も
な
く
、
今
日
の
仕
事
の
割
振
り
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
只
今

五
時
空
は
白
々
と
も
し
て
い
な
い
。
先
程
ト
イ
レ
に
行
っ
た
が
、
こ
ん
な
高

地
で
水
洗
な
ん
だ
か
ら
、
皆
感
謝
し
ろ
っ
て
ー
の
。
六
時
夜
が
明
け
て
き
た
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
が
壮
大
に
、
余
り
に
も
壮
大
に
見
え
る
。
コ
レ
ワ
、
何
と
、
マ
ア

良
か
っ
た
。
ト
ー
ス
ト
・
バ
タ
ー
・
ジ
ャ
ム
・
卵
・
テ
ィ
ー
・
バ
ナ
ナ
・
ポ

テ
ト
の
朝
食
を
終
え
、
キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
の
丘
へ
出
発
。
車
で
二
十
分
位
。

途
中
の
村
の
姿
が
好
ま
し
い
。
午
前
中
は
各
自
、
自
由
に
歩
か
せ
る
。
北
東

端
の
テ
ン
プ
ル
で
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
盆
地
に
つ
い
て
小
レ
ク
チ
ャ
ー
。
十
時
半

よ
り
、
昨
夜
割
り
当
て
た
女
性
の
生
活
、
子
供
の
遊
び
、
水
場
の
生
活
、
樹

木
と
場
所
、
描
か
れ
て
い
る
モ
ノ
、
ポ
ス
タ
ー
、
貼
り
紙
、
生
産
し
て
い
る

モ
ノ
、
売
ら
れ
て
い
る
モ
ノ
の
テ
ー
マ
に
即
し
て
調
査
を
開
始
す
る
。
中
里

氏
と
集
落
を
歩
き
、
セ
ル
フ
ビ
ル
ド
の
取
材
。
余
り
に
も
多
く
の
建
設
の
現

場
が
あ
る
の
に
驚
く
。
昼
食
は
バ
ク
・
バ
イ
ラ
ブ
寺
院
で
。
東
北
の
塔
は
ウ

マ
・
マ
ヘ
シ
ュ
ワ
ー
ル
寺
院
、
南
西
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
は
チ
ラ
ン
デ
オ
・
ス
ト

ゥ
ー
パ
。
中
央
の
低
部
は
旧
王
宮
が
あ
る
。
十
三
時
キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
ミ
ニ

シ
ィ
パ
リ
テ
ィ
オ
フ
ィ
ス
訪
問
。
新
し
い
ボ
ス
に
挨
拶
。
皆
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
・
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
。
こ
れ
に
は
少
々
手
間
取
っ
た
が
、
仕
方
な

い
。
そ
の
後
中
里
氏
と
取
材
。
石
工
の
ラ
ム
・
ク
シ
ュ
リ
ナ
・
バ
ン
ダ
ー
リ

（
四
十
二
才
）
を
ウ
マ
・
マ
ヘ
シ
ュ
ワ
ー
ル
寺
院
下
に
訪
ね
る
。
一
米
二
百

の
長
さ
の
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
を
彫
っ
て
い
た
。
一
万
八
千
ル
ピ
ー
程
の
も
の
で
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
な
仕
事
だ
そ
う
だ
。
彼
の
家
を
訪
問
、
父
も
有
名
な
ペ
イ
ン
タ

ー
で
名
を
ワ
イ
ル
・
マ
ン
・
シ
ン
フ
ォ
ン
・
バ
ン
ダ
ー
リ
と
言
う
。
そ
の
作

品
が
寝
室
に
飾
っ
て
あ
り
、
面
白
か
っ
た
。
オ
ヤ
ジ
さ
ん
の
本
と
彼
の
作
品
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の
小
さ
な
カ
タ
ロ
グ
を
い
た
だ
く
。
少
し
キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
の
中
に
入
れ
た

か
な
。
午
後
遅
く
、
キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
・
エ
リ
ア
内
唯
一
の
レ
ン
ガ
工
場
を

取
材
。
日
干
し
レ
ン
ガ
を
少
し
石
炭
ボ
イ
ラ
ー
で
焼
く
製
法
の
工
場
だ
っ
た
。

レ
ン
ガ
工
が
何
故
か
飲
ん
で
、
踊
り
狂
っ
て
い
た
の
が
印
象
的
。
七
年
前
に

オ
ー
プ
ン
し
た
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で
大
き
な
規
模
の
モ
ノ
だ
っ
た
。
一
日
の
生

産
量
が
四
千
二
〇
〇
個
程
ら
し
い
。
ほ
と
ん
ど
人
力
で
作
っ
て
い
て
、
日
干

し
レ
ン
ガ
を
頭
か
ら
の
ベ
ル
ト
に
吊
っ
て
運
ん
で
い
る
姿
や
、
レ
ン
ガ
作
り

の
現
場
に
子
供
が
放
り
出
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
痛
々
し
か
っ
た
。
キ

ル
テ
ィ
プ
ー
ル
の
建
設
の
中
枢
だ
な
、
こ
の
レ
ン
ガ
工
場
は
。
十
六
時
半
頃

バ
ク
・
バ
イ
ラ
ブ
寺
院
前
の
バ
ス
に
戻
る
。
小
雨
降
る
。
十
七
時
半
全
員
の

調
査
修
了
。
宿
舎
に
戻
る
。
充
実
し
た
一
日
だ
っ
た
。
夕
食
前
に
、
宿
舎
の

土
壁
に
調
査
し
た
記
録
を
貼
ら
せ
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
一
日
の
仕
事

で
も
能
力
差
が
出
る
な
。
四
組
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ク
リ
テ
ィ
ー
ク

す
る
。
ト
リ
ブ
バ
ン
大
学
の
シ
ュ
レ
ス
タ
教
授
、
宿
舎
の
オ
ー
ナ
ー
の
マ
ド

ハ
ブ
・
エ
ル
・
マ
ハ
ジ
ャ
ン
氏
も
同
席
。
マ
ハ
ジ
ャ
ン
氏
は
五
〇
〇
名
の
小

学
生
を
持
つ
学
校
の
チ
ェ
ア
ー
マ
ン
で
も
あ
り
、
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
市
の
マ
ン

ダ
ラ
・
ブ
ッ
ク
・
ポ
イ
ン
ト
の
経
営
者
で
も
あ
り
、
地
域
の
有
力
者
ら
し
い
。

活
達
な
人
で
、
こ
の
タ
イ
プ
の
人
間
は
何
を
や
ら
せ
て
も
成
功
す
る
だ
ろ
う
。

彼
か
ら
全
員
に
ギ
フ
ト
・
Ｔ
シ
ャ
ツ
。
食
事
は
再
び
ダ
ル
・
カ
レ
ー
。
美
味

で
あ
る
。
自
家
製
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
い
た
だ
く
。
シ
ュ
レ
ス
タ
教
授
か
ら
も

い
た
だ
く
。
二
十
一
時
学
生
を
寝
か
せ
、
私
も
二
十
二
時
過
に
休
む
。
良
い

一
日
だ
っ
た
。

　
三
月
十
九
日

　
な
ん
と
朝
三
時
に
眼
ざ
め
て
し
ま
う
。
隣
の
部
屋
の
マ
ハ
ジ
ャ
ン
氏
か
屋

根
裏
部
屋
の
小
笠
原
氏
か
の
凄
い
い
び
き
が
響
き
渡
っ
て
い
る
。
昨
日
の
メ

モ
を
小
一
時
間
程
記
し
、
ト
イ
レ
に
行
っ
て
今
四
時
。
今
日
は
五
時
起
床
な

の
で
あ
と
一
時
間
努
力
し
て
眠
る
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
学
生
に
と
っ
て
は
良
い
体
験
に
な
る
だ
ろ
う
事
を
信
じ
た
い
。
五
時
半
出

発
。
六
時
キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
・
バ
ク
・
バ
イ
ラ
ブ
寺
院
。
町
中
が
お
参
り
の

人
で
一
杯
。
女
性
は
左
手
に
金
属
の
小
皿
を
持
ち
、
そ
れ
に
乗
せ
た
水
、
赤

黄
色
の
塗
料
、
米
を
、
神
々
の
像
や
地
面
に
彫
ら
れ
た
ハ
ス
の
花
だ
ろ
う
か

に
塗
り
、
供
え
て
寺
院
中
、
そ
れ
こ
そ
町
中
を
供
え
て
巡
っ
て
い
る
。
そ
の

人
々
の
動
き
と
供
に
町
中
を
歩
く
。
北
と
南
の
二
ヶ
所
に
は
御
詠
歌
を
こ
れ

は
男
だ
け
が
唄
っ
て
い
る
。
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
像
は
こ

う
し
て
赤
く
塗
り
た
く
ら
れ
て
い
く
。
日
本
の
仏
像
の
清
々
し
さ
と
比
較
す

る
と
、
そ
の
混
濁
振
り
が
対
比
的
で
あ
る
。
仏
教
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
違
い

か
、
神
道
と
イ
ン
ド
哲
学
の
違
い
な
の
か
知
り
た
い
と
こ
ろ
だ
。
現
世
容
認

と
現
世
否
定
、
あ
る
い
は
逃
避
の
ち
が
い
か
な
。
花
の
使
い
方
も
日
本
と
は

違
う
。
日
本
で
は
ク
キ
と
花
と
共
に
供
え
る
が
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
で
は
花
ビ
ラ

だ
け
。
何
故
だ
ろ
う
か
。
バ
グ
・
バ
イ
ラ
ブ
寺
院
に
戻
っ
て
テ
ン
プ
ル
の
隣

の
二
十
人
程
オ
ジ
さ
ん
ば
か
り
集
っ
て
鳴
物
入
り
で
御
詠
歌
を
唄
っ
て
い
る

と
こ
ろ
を
の
ぞ
い
て
い
た
ら
、
入
れ
と
い
う
。
入
る
と
、
上
れ
と
言
う
。
言

わ
れ
る
ま
ま
に
上
り
込
み
、
す
す
め
ら
れ
る
ま
ま
に
席
を
与
え
ら
れ
、
御
詠

歌
の
仲
間
入
り
。
二
つ
の
木
片
の
ス
イ
カ
の
小
片
状
に
な
っ
た
モ
ノ
を
与
え

ら
れ
、
そ
れ
を
打
ち
つ
け
て
、
御
詠
歌
の
リ
ズ
ム
セ
ク
シ
ョ
ン
を
担
当
し
て

し
ま
う
。
皆
、
和
や
か
に
目
く
ば
せ
し
て
、
排
除
の
風
は
一
切
な
い
。
こ
れ

も
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
根
本
な
の
か
。
何
で
も
受
け
入
れ
て
、
キ
レ
イ
に
整
理

し
よ
う
と
は
し
な
い
。
四
十
分
程
仲
間
入
り
し
、
煙
草
ま
で
い
た
だ
き
、
す

っ
か
り
気
持
ち
が
和
や
か
に
な
っ
て
し
ま
う
。
彼
等
ネ
ワ
ー
リ
に
と
っ
て
も

こ
れ
は
一
種
の
日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
な
の
が
知
れ
る
。
宗
教

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
便
法
で
も
あ
る
ら
し
い
。
八
時
半
バ
ス
で
宿
舎

に
。
九
時
着
。
腹
が
へ
っ
て
、
朝
食
が
う
ま
い
。
午
前
中
は
休
息
と
す
る
。

一
階
の
土
間
の
テ
ラ
ス
で
眠
る
。
陽
光
が
気
持
良
い
。
昼
食
後
再
び
キ
ル
テ
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ィ
プ
ー
ル
へ
。
夕
方
ま
で
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
。
個
人
差
が
出
始
め
る
。
新
参
加
者
加

入
。
夕
方
は
寒
い
。
夕
食
前
に
今
日
の
仕
事
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
ネ

パ
ー
ル
の
女
性
の
生
活
組
の
オ
バ
さ
ん
達
の
仕
事
が
良
い
。
他
に
二
、
三
マ

ア
マ
ア
の
仕
事
が
あ
る
が
、
低
学
年
の
学
生
の
モ
ノ
は
ダ
メ
。
基
本
的
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
不
足
だ
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
英
語
と
日
本
語
を
ミ
ッ
ク
ス

さ
せ
た
。
ネ
パ
ー
リ
ア
ン
が
聞
い
て
い
る
か
ら
。
言
葉
の
壁
は
日
本
人
学
生

に
は
大
き
い
。
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
を
一
時
間
程
、
そ
の
後
ネ
パ
ー
ル
の
シ
ン
ガ

ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
ら
し
き
オ
ジ
さ
ん
二
人
組
が
現
れ
て
唄
と
お
ど
り
に
な

る
。
私
の
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
は
学
生
に
届
い
て
い
る
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
。

し
か
し
、
さ
せ
て
い
る
仕
事
の
水
準
を
下
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ね
コ
レ
ワ
。

二
十
三
時
寝
る
。
今
日
は
疲
れ
た
。

　
三
月
二
〇
日

　
東
京
を
出
て
か
ら
五
日
目
の
朝
。
二
ヶ
国
を
巡
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
相

当
キ
ツ
い
だ
ろ
う
と
は
思
っ
て
は
い
た
が
、
ネ
パ
ー
ル
か
ら
始
め
て
良
か
っ

た
。
人
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
は
あ
る
だ
ろ
う
が
基
本
的
に
は
ネ
パ
ー
ル
の
不
思

議
な
知
識
階
級
の
人
々
や
、
現
場
の
人
々
の
好
意
で
無
事
に
や
っ
て
い
る
。

昨
夜
は
久
し
振
り
に
七
時
間
ぶ
っ
通
し
で
休
む
こ
と
が
で
き
た
。
今
日
は
中

里
氏
と
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
家
に
行
く
。
ス
ト
ゥ
ー
パ
を
修
復
し
て
い
る
現
場

が
あ
れ
ば
良
い
の
だ
が
。
小
笠
原
さ
ん
飲
み
過
ぎ
で
起
き
て
こ
な
い
。
色
ん

な
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
な
。
六
時
に
起
き
て
中
庭
で
ボ
ー
ッ
と
し
て

い
た
。
朝
の
冷
気
が
気
持
良
い
。
富
士
市
か
ら
参
加
し
て
い
る
鈴
木
さ
ん

（
六
十
六
才
）
は
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
レ
ン
ガ
積
み
を
入
れ
た
ら
三
回
目
の
参
加

で
、
今
日
は
パ
シ
ュ
パ
テ
ィ
ナ
ー
ト
へ
さ
そ
っ
て
み
よ
う
か
。
朝
の
テ
ラ
ス

か
ら
眺
め
る
キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
は
美
し
く
平
和
な
風
景
だ
が
、
こ
こ
で
一
生

を
送
る
人
の
日
々
の
生
活
は
僕
に
は
想
像
も
つ
か
な
い
。

　
九
月
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
始
め
な
く
て

は
な
ら
な
い
ね
。
只
今
七
時
半
。
キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
は
う
す
い
モ
ヤ
に
包
ま

れ
た
ま
ま
だ
。
昨
日
ダ
ウ
ン
し
た
学
生
と
話
す
。
や
は
り
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク

で
参
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
れ
で
い
い
ん
で
す
よ
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
た

め
に
こ
こ
ま
で
来
て
い
る
の
だ
か
ら
。
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
盆
地
に
来
て
初
日
だ

け
だ
な
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
遠
望
で
き
た
の
は
。
キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
計
画
は
第
一
段

階
で
先
ず
参
加
者
の
数
を
増
や
す
事
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
の

方
法
を
考
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
来
て
そ
ん
な
事
考
え
て
る
自
分
に

ホ
ト
ホ
ト
あ
き
れ
る
よ
。
朝
食
を
す
ま
せ
学
生
達
は
今
日
も
キ
ル
テ
ィ
プ
ー

ル
の
丘
へ
。
石
山
中
里
鈴
木
ジ
ュ
ニ
ー
は
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
へ
。
建
設
中
の
ス

ト
ゥ
ー
パ
の
現
場
位
置
を
ジ
ュ
ニ
ー
に
教
え
て
も
ら
い
、
パ
シ
ュ
パ
テ
ィ
ナ

ー
ト
へ
。
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
・
オ
ブ
・
ウ
ー
メ
ン
・
チ
ル
ド
レ
ン
・
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
ー
・
セ
ン
タ
ー
、
通
称
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
死
を
待
つ
人
家

の
取
材
。
昨
年
来
た
時
に
裏
の
庭
園
が
気
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
花
の
咲
く

今
を
狙
っ
て
や
っ
て
き
た
。
今
は
二
百
五
人
の
人
が
こ
こ
で
暮
ら
し
て
い
る
。

開
設
さ
れ
た
の
は
一
九
八
一
年
。
そ
れ
か
ら
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
参
加
が
あ
っ

た
と
言
う
が
、
私
が
初
め
て
訪
ね
た
頃
は
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
開
設
前
で
、
そ

の
時
は
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
家
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
裏
庭
は
住
人
、
つ
ま
り
死

を
待
つ
人
の
手
に
な
る
も
の
で
、
そ
れ
を
再
び
見
た
か
っ
た
。
一
階
の
居
住

ス
ペ
ー
ス
を
全
て
巡
り
、
二
階
も
全
て
見
た
。
凄
絶
と
し
か
言
い
様
の
無
い

ス
ペ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
闇
と
光
、
生
と
死
が
隣
り
合
わ
せ
の
場
所
で
あ
る
。

写
真
を
と
る
の
に
も
勇
気
が
い
る
。
し
か
し
住
人
は
皆
と
は
言
え
ぬ
が
フ
レ

ン
ド
リ
ー
で
明
る
い
。
ど
う
し
た
事
か
、
終
の
住
処
で
あ
る
事
は
確
か
な
の

に
。
室
内
の
暗
さ
と
、
庭
の
光
と
が
凄
味
の
あ
る
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
。
自
炊
を

す
る
人
が
い
る
の
だ
ろ
う
。
最
小
限
の
キ
ッ
チ
ン
、
と
い
っ
て
も
ナ
ベ
・
コ

ッ
プ
・
コ
ン
ロ
位
な
の
だ
が
床
に
並
べ
て
い
る
人
間
も
い
た
。
食
事
後
ス
ト

ゥ
ー
パ
・
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
現
場
へ
。
名
を
ダ
ン
ド
ゥ
ー
・
サ
イ
・
デ
・

ス
ト
ゥ
ー
パ
・
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
。
オ
フ
ィ
ス
の
人
の
言
で
は
謂
わ
れ
は
二
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千
三
〇
〇
年
前
ア
シ
ョ
カ
王
の
頃
か
ら
の
事
だ
と
言
う
。
本
当
か
ね
。
サ
ン

チ
ー
の
イ
ン
ド
最
古
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
と
は
ス
タ
イ
ル
が
大
部
ち
が
う
が
、
小

さ
な
ゲ
ー
ト
の
形
だ
け
は
サ
ン
チ
ー
の
モ
ノ
に
似
て
い
た
。
周
辺
の
小
ス
ト

ゥ
ー
パ
群
の
方
が
古
い
様
な
気
も
す
る
。
Ｎ
・
Ｂ
Ｌ
ａ
Ｍ
ａ
カ
ン
パ
ニ
ー
の

仕
事
。
ネ
ワ
ー
ル
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
ラ
マ
＆
セ
ル
バ
イ
ン
・
ヨ
ー
ル

モ
が
支
援
し
て
建
設
し
て
い
る
よ
う
だ
。
現
場
に
沢
山
の
女
性
が
土
ま
み
れ

に
な
っ
て
働
い
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。
中
里
・
鈴
木
両
氏
の
た
め
に

ボ
ド
ナ
ー
ハ
の
テ
ン
プ
ル
（
目
玉
寺
）
に
行
く
。
十
六
時
半
キ
ル
テ
ィ
プ
ー

ル
の
宿
舎
に
帰
る
。
こ
こ
は
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
と
比
べ
て
静
か
で
平
安
だ
。
十

八
時
頃
、
学
生
達
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
い
る
バ
ス
で
帰
る
。
す
ぐ
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
。
今
日
の
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
は
皆
良
か
っ
た
。
具
体
的
な
モ
ノ
に
触
ら

せ
る
の
が
良
い
の
だ
な
。
特
に
早
稲
田
の
二
七
才
の
学
生
と
日
本
女
子
大
の

三
年
生
の
仕
事
が
光
っ
て
い
た
。
共
に
女
性
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
驚
い
た

の
は
子
供
の
遊
び
を
キ
チ
ン
と
追
い
続
け
た
二
人
組
（
こ
れ
は
男
性
）
と
オ

バ
さ
ん
二
人
プ
ラ
ス
商
学
部
の
女
学
生
が
入
っ
た
チ
ー
ム
の
女
性
の
生
活
を

追
っ
た
モ
ノ
。
こ
れ
も
従
来
の
サ
ー
ヴ
ェ
イ
の
域
を
こ
え
て
い
て
ま
こ
と
に

良
か
っ
た
。
食
後
、
キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
、
ミ
ニ
シ
パ
リ
テ
ィ
オ
フ
ィ
ス
の
人

二
人
、
す
で
に
顔
な
じ
み
に
な
っ
た
、
と
オ
ー
ナ
ー
が
我
々
全
員
に
ネ
ワ
ー

リ
族
の
名
前
を
つ
け
て
く
れ
た
。
彼
等
は
本
当
に
楽
し
そ
う
に
や
っ
て
く
れ

て
、
二
十
二
名
全
員
に
ネ
ワ
ー
リ
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
。
ち
な
み
に
私
に
つ

け
ら
れ
た
名
前
が
キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
・
バ
ル
バ
ブ
。
私
も
彼
等
に
名
前
を
つ

け
返
し
て
や
っ
た
。
統
一
郎
、
ツ
ヨ
シ
、
賢
、
笑
太
郎
等
。
二
三
時
前
休
む
。

　
三
月
二
二
日

　
昨
夜
も
よ
く
眠
れ
た
。
五
時
に
起
き
て
、
メ
モ
を
記
す
。
今
日
も
ヒ
マ
ラ

ヤ
は
見
え
な
い
。
清
水
さ
ん
キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
ま
で
歩
い
て
ゆ
く
と
言
う
。

昨
夜
の
彼
の
仕
事
に
対
す
る
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
が
こ
た
え
た
の
だ
ろ
う
。
大
人

の
意
地
だ
ね
。
朝
食
後
学
生
は
自
由
行
動
。
大
半
が
観
光
。
石
山
中
鈴
木
お

ば
さ
ん
二
人
、
加
藤
は
車
で
ジ
ュ
二
ー
の
オ
フ
ィ
ス
へ
。
シ
ュ
レ
ス
タ
と
会

う
。
ボ
ド
ナ
ハ
、
バ
ク
タ
プ
ー
ル
、
そ
の
他
へ
の
ツ
ア
ー
。
疲
れ
た
。
十
九

時
半
宿
舎
へ
帰
る
。
小
笠
原
さ
ん
予
想
通
り
泥
酔
し
て
い
て
、
明
日
の
カ
ン

ボ
ジ
ア
行
は
お
ぼ
つ
か
な
い
。
チ
ャ
ン
グ
ナ
ラ
カ
ン
、
バ
ク
タ
プ
ー
ル
へ
の

ツ
ア
ー
は
私
に
は
マ
ア
そ
れ
程
必
要
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
九
時
学
生
達

キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
へ
。
石
山
中
里
小
笠
原
ジ
ュ
二
ー
の
オ
フ
ィ
ス
へ
。
今
日

は
土
曜
日
で
ロ
イ
ヤ
ル
・
ネ
パ
ー
ル
航
空
の
オ
フ
ィ
ス
は
ク
ロ
ー
ズ
。
小
笠

原
氏
の
明
日
の
フ
ラ
イ
ト
も
怪
し
い
な
コ
レ
は
。
ジ
ュ
ニ
ー
と
国
連
ス
タ
ッ

フ
に
会
う
。
昼
前
宿
舎
の
ロ
ッ
ジ
に
戻
り
、
シ
ャ
ワ
ー
、
洗
濯
。
の
ん
び
り

と
し
た
時
を
過
す
。
ブ
ラ
マ
ー
（
僧
）
階
級
が
使
用
し
て
い
た
と
言
う
、
こ

の
民
家
の
周
辺
を
歩
く
。
写
真
を
と
る
。
秋
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
宿
舎
は

こ
こ
で
良
い
の
か
考
え
な
く
て
は
。
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
市
内
の
宿
舎
は
あ
り
得

な
い
だ
ろ
う
け
れ
ど
。
こ
の
キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
私
の

命
取
り
に
な
る
か
、
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ボ
ー
ド
に
な
る
か
、
ど
ち
ら
か
だ
な
。

キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
の
手
織
り
の
ク
ロ
ス
そ
の
他
を
日
本
で
売
る
事
は
出
来
な

い
か
。
日
本
サ
イ
ド
で
デ
ザ
イ
ン
し
て
、
キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
で
織
る
と
か
。

夕
方
学
生
達
に
新
し
い
課
題
を
出
す
。
「
考
え
る
家
」
学
生
達
は
サ
ー
ヴ
ェ

イ
は
良
く
や
っ
て
い
る
。
又
、
地
元
の
人
々
に
も
良
く
と
け
込
ん
で
い
る
よ

う
だ
。
そ
り
ゃ
そ
う
だ
ろ
う
家
の
中
に
入
り
込
ん
で
図
面
を
と
っ
て
い
る
ん

だ
か
ら
。
夜
、
オ
ー
ナ
ー
の
兄
貴
及
び
ト
リ
ブ
バ
ン
大
学
の
シ
ュ
レ
ス
タ
教

授
、
ジ
ー
タ
来
。
私
は
九
時
頃
寝
て
し
ま
っ
た
。
疲
れ
が
た
ま
っ
て
い
る
。

　
三
月
二
三
日

　
今
日
は
実
質
的
に
ネ
パ
ー
ル
最
終
日
。
朝
サ
ー
ヴ
ェ
イ
。
及
び
設
計
ワ
ー

ク
。
午
後
三
時
よ
り
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
。
今
の
と

こ
ろ
予
想
以
上
の
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
。
五
時
目
覚
め
て
、
昨
日
の
メ
モ
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を
記
し
、
ゆ
っ
く
り
と
夜
明
け
を
待
つ
。
今
日
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
は
視
え
ぬ
だ
ろ

う
が
、
雲
の
中
に
姿
を
見
せ
ぬ
、
そ
の
姿
は
視
え
て
い
る
。
ネ
パ
ー
ル
に
何

度
も
来
て
い
る
者
の
特
権
で
あ
る
。
朝
食
後
キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
へ
。
ス
ケ
ッ

チ
２
枚
。
一
人
で
ゆ
っ
く
り
歩
き
、
見
る
。
南
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
に
は
誰
も
い

な
い
。
風
が
そ
よ
そ
よ
吹
い
て
い
る
。
敦
煌
空
港
の
風
を
思
い
出
す
。
バ

ク
・
バ
ウ
寺
院
境
内
で
休
む
。
三
層
の
楼
の
最
上
階
の
屋
根
に
メ
タ
ル
の
鳥

が
と
ま
っ
て
い
る
の
に
気
付
い
た
。
何
時
の
時
代
に
も
何
処
に
も
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
は
い
る
の
だ
な
。
十
二
時
キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
に
別
れ
を
告
げ
宿
舎
へ
。

十
二
時
二
〇
分
着
。
今
日
は
暑
い
位
だ
。
雨
季
に
近
付
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
教
育
的
に
は
充
二
分
す
ぎ
る
成
果

を
上
げ
た
と
思
う
。
秋
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
他
の
よ
り
実
質
的
な
事
の
イ
メ
ー
ジ
は
今
日
の

フ
ァ
イ
ナ
ル
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
五
時
間
の
内
に
、
何
か
を
つ
か
ん

で
し
ま
い
た
い
。
す
で
に
大
体
の
イ
メ
ー
ジ
は
生
ま
れ
か
か
っ
て
い
る
の
だ

け
れ
ど
、
そ
れ
を
順
序
だ
て
て
行
く
必
要
が
あ
る
。
木
田
元
（
哲
学
者
）
が

哲
学
の
役
割
と
は
急
速
に
進
ん
で
い
こ
う
と
す
る
文
明
に
、
こ
の
ま
ま
で
は

危
な
い
か
ら
少
し
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
、
も
う
少
し
ゆ
っ
く
り
行
こ
う
と
声

を
掛
け
る
事
だ
と
言
っ
て
い
た
ら
し
い
。
キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
に
、
そ
し
て
ネ

パ
ー
ル
か
ら
学
ぶ
べ
き
事
も
そ
う
言
う
事
だ
ろ
う
と
は
思
う
。
も
し
か
し
た

ら
、
日
本
の
近
代
化
に
は
、
も
う
一
つ
の
径
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、

悔
や
ん
で
み
る
事
で
も
あ
ろ
う
。
十
五
時
フ
ァ
イ
ナ
ル
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
開
始
。
お
ば
さ
ん
チ
ー
ム
と
子
供
の
遊
び
を
リ
サ
ー
チ
し
て
い
た
チ
ー

ム
の
仕
事
が
質
量
共
に
群
を
抜
い
て
い
た
。
し
か
し
、
総
体
的
に
サ
ー
ヴ
ェ

イ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
見
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
ど
う
ま
と
め
て
ゆ

く
か
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
考
え
よ
う
。
加
藤
が
使
え
そ
う
な
の
で
彼
女
を
ま
と

め
の
中
心
に
す
る
か
、
お
ば
さ
ん
に
声
を
掛
け
て
み
よ
う
か
、
思
案
の
し
ど

こ
ろ
だ
な
。
晩
飯
は
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
が
全
て
終
わ
っ
た
二
〇
時
か
ら
。
二
十

二
時
修
了
。
休
む
。
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